
西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
活
動

（
下
）

一
i
よ
九
三
一
奪
一
一
九
三
四
年
一

禰

津

正

士♂じ、

　
　
　
　
町
　
フ
エ
ニ
シ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ
に
お
い
て
、
雲
立
美
術
館
・
文
部
省
及
び
ラ

ヅ
タ
キ
ェ
政
府
…
の
資
金
を
受
け
た
シ
エ
！
フ
ァ
と
シ
ユ
ネ
エ
爾
氏

が
そ
の
研
究
を
つ
ゴ
け
た
。
キ
ユ
ネ
フ
オ
ル
ム
に
由
臆
す
る
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
も
つ
セ
ム
語
の
原
文
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が

最
古
の
フ
エ
ニ
シ
ア
語
を
知
り
、
入
種
の
深
い
混
血
を
立
澄
し
た

こ
と
は
こ
の
逡
蹟
の
最
も
興
味
を
引
く
所
以
で
あ
る
。
ラ
ス
・
シ

ヤ
ム
ラ
で
は
三
暦
が
廣
別
さ
れ
得
る
、
（
一
）
は
紀
元
前
第
二
の
千

年
の
後
傘
期
と
一
致
す
る
。
（
二
）
は
そ
の
前
牛
期
と
一
致
す
る
。

（
三
）
は
第
三
の
千
年
と
一
致
す
る
。
第
一
暦
で
は
、
エ
ヂ
プ
ト
品

の
模
造
物
が
覗
見
さ
れ
た
が
、
吏
に
そ
の
類
似
が
島
の
影
響
に
よ

　
　
　
　
西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
ろ
考
宵
學
的
活
動

っ
て
読
明
き
れ
る
金
の
コ
ッ
プ
中
の
一
の
キ
プ
ロ
ス
式
遣
物
を
認

め
た
。
こ
の
特
例
は
キ
プ
ロ
ス
島
の
特
に
シ
リ
ア
側
の
正
面
の
エ

ン
コ
ミ
の
地
質
調
査
の
必
要
を
よ
び
起
し
た
。
既
に
古
く
こ
の
地

響
で
の
二
三
の
亭
亭
は
興
味
あ
ろ
結
果
．
を
も
た
ら
し
た
が
、
之
等

の
隠
笠
は
二
三
こ
入
々
が
主
張
し
て
み
る
様
に
前
帝
八
世
紀
で
は

な
く
て
、
前
第
十
三
一
四
世
紀
に
登
見
し
た
蓋
物
を
報
告
す
べ
き

で
あ
る
。

①

団
9
錘
剛
2
象
6
繊
簿
お
ω
い
（
Q
り
貿
ぎ
×
H
一
朗
お
實
一
で
◎
同
ー
ミ
9

〆
H
く
切
お
ω
ω
噛
℃
■
O
ω
1
に
M
）

　
第
二
屠
で
は
、
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
ま
で
つ
．
・

く
土
器
の
結
合
を
立
業
す
る
カ
ナ
入
の
土
器
が
出
る
。
こ
の
層
で

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
錦
四
捨
　
　
貫
入
三

（エ37）



　
　
　
　
西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
辮
　
動

は
斗
、
遺
物
は
も
う
模
倣
品
で
は
な
く
て
、
エ
ヂ
プ
ト
か
ら
の
直
輪

入
で
あ
る
。
こ
れ
は
セ
メ
ス
リ
ト
・
ア
ン
タ
の
名
で
呼
ば
れ
る
第

＋
二
王
朝
の
グ
ル
；
プ
で
あ
る
。

　
ミ
・
で
テ
ル
・
ベ
イ
ダ
の
二
つ
の
墓
地
、
古
い
城
塞
と
同
じ
丘
の

墓
地
と
か
ら
は
、
非
常
に
細
密
に
細
工
し
た
多
撒
の
石
の
墓
が
現

は
れ
た
。
護
掘
稼
は
二
階
づ
き
の
魚
期
的
建
物
を
書
見
し
た
、
こ

れ
は
無
論
が
春
前
の
遺
物
、
特
に
器
物
を
保
藏
し
て
み
る
一
階
に

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

到
り
得
る
た
め
の
行
ひ
の
シ
ス
テ
ム
を
含
ん
で
み
る
。
こ
の
設
備

は
魔
術
的
意
圏
の
も
の
で
こ
の
地
方
が
皐
り
の
時
に
は
雨
を
よ
び

起
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
リ
バ
ノ
ン
政
麿
と
文
部
省
主
催
下
に
行
は
れ
た
ヂ
エ
バ
ィ
ル

（
昔
の
妄
。
ス
）
の
鑑
は
ζ
ラ
ン
氏
の
灘
の
下
暑
は
れ

た
。
こ
の
撒
年
間
に
饗
掘
さ
れ
た
古
い
建
物
の
外
形
は
少
し
づ
瓦

精
確
に
な
っ
て
煮
た
。
か
く
し
て
、
肩
像
づ
き
の
建
物
は
ロ
ー
マ

時
代
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
下
に
、
ヘ
ソ
ニ
ス
チ
ヅ
ク
の
陶
片
で

一
杯
に
な
っ
て
み
る
盗
の
あ
る
建
物
．
か
あ
っ
た
。
デ
ユ
ラ
ン
は
第

二
段
（
遺
骨
が
完
全
で
積
重
っ
て
を
る
）
に
多
く
の
檀
が
あ
る
銅

石
器
時
代
の
墓
所
を
獲
見
し
た
。
死
者
は
そ
の
高
さ
の
三
分
一
は

　
　
　
　
　
策
二
十
二
巻
　
第
闘
號
、
　
七
八
四

紐
飾
り
の
つ
い
た
瓶
の
中
に
入
っ
て
を
り
、
二
本
の
襯
が
そ
れ
ぞ

れ
上
と
下
に
あ
る
。
切
り
込
み
が
あ
っ
て
双
子
に
な
っ
た
皿
が
副

葬
さ
れ
て
る
る
。
こ
の
墓
は
ヵ
・
セ
ケ
ム
イ
の
時
代
に
腸
す
る
。

②
　
ξ
昏
ポ
羅
自
H
（
お
ω
や
。
y
℃
．
同
昌
…
区
【
く
（
お
ω
切
y
ワ
㏄
㏄
．

　
中
期
王
朝
の
基
礎
部
か
ら
出
た
瓶
の
申
に
は
、
武
器
（
斧
）
、
金

叉
は
銀
の
瀞
々
、
こ
れ
は
金
箔
で
蔽
っ
て
あ
り
小
動
物
。
か
つ
い
て

る
る
。
エ
ヂ
プ
ト
の
技
術
を
シ
リ
ア
で
眞
似
た
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
嚢
掘
隊
は
五
〇
米
で
、
エ
ヂ
プ
ト
中
期
王
朝
期
の
防
崖

で
装
備
さ
れ
て
る
る
城
壁
を
登
乏
し
た
。

　
二
丁
の
周
壁
を
獲
掘
し
た
デ
ユ
ラ
ン
の
仕
事
を
署
し
く
丁
張
さ

せ
た
所
の
ビ
ィ
プ
ロ
ス
の
最
も
顯
著
な
彊
物
の
中
に
は
、
擬
ヒ
エ

ロ
グ
リ
フ
文
字
の
あ
る
二
片
の
青
銅
板
が
あ
．
る
。
こ
れ
は
撒
年
前

デ
ユ
ラ
ン
が
獲
蓋
し
た
石
片
上
の
擬
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
文
字
に
似
て

を
り
、
気
宇
書
で
あ
る
と
い
ふ
假
詮
を
斥
け
る
ら
し
い
。
こ
の
青

銅
板
は
恐
ら
く
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
原
則
が
下
見
さ
れ
て
、
滑
岸

の
各
民
族
が
互
ひ
に
倒
立
に
異
っ
た
文
字
の
シ
ス
テ
ム
を
選
ん
だ

手
さ
ぐ
り
の
時
代
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
上
、
紳
殿
の
近

（13S）



し　く

九④で
。デ

　　ユ
　　ラ

　　ン
　　は
　　大

　　掘
　　を
　　行
　　ひ
　　、
　　遺
　　跡
　　の
　　暦
　　位
　　的
　　糧
　　績
　　を
　　決
　　定

③
》
高
’
》
・
巨
図
図
く
H
戸
お
ω
轟
”
℃
・
3
。
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ
の
第
五
零
墨
掘
報
告
凹
版
は
、
そ
の
結
果
に
重

大
性
を
與
へ
た
。
二
年
前
シ
エ
フ
ァ
と
シ
ユ
ネ
ー
と
は
、
金
の
コ

ッ
プ
と
欝
（
酒
器
）
と
を
獲
話
し
た
。
コ
ッ
プ
の
方
は
コ
リ
ン
ト
．

イ
オ
ニ
ア
爾
式
の
中
に
地
方
的
な
想
像
の
混
つ
九
モ
チ
フ
を
再
環

し
、
後
者
は
エ
ン
コ
ミ
の
象
牙
箱
の
使
用
を
思
回
さ
せ
る
襟
な
動

態
の
あ
る
遺
物
櫃
で
あ
る
。
こ
の
澁
物
の
嚇
は
ル
ー
ヴ
ル
に
あ
っ

て
、
そ
し
て
第
一
暦
に
即
し
、
細
ち
第
十
四
世
紀
の
蘭
牛
の
物
で

あ
・
る
。
シ
エ
フ
ア
は
こ
の
器
物
が
二
甕
フ
エ
ニ
シ
ア
世
紀
の
叉
は
所

謂
フ
エ
ニ
シ
ア
世
紀
の
物
と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
金
届
器
の
う
ち

で
最
古
の
物
と
し
て
分
類
さ
れ
て
み
る
し
と
蓮
べ
て
る
る
。

④

Ω
男
．
q
つ
｝
】
畠
。
津
阿
，
噛
ピ
＄
ぽ
三
鵠
窃

o
p
§
饗
o
q
口
。
（
勺
嵩
簿
窪
副
嶺
お
湊
y

．
メ
メ
お
ω
÷
7
H
o
い
一
H
9
3
ゴ
・

〔
げ
”
謎
－
辺
葺
ぎ
奉
℃
o
一
一
ゐ
嵩
凶
σ
已
㊦

菊
p
τ
噂
。
嵩
。
。
9
ご
琶
a
「
2
Q
っ
楓
二
3

一
九
三
四
年
に
、
シ
エ
フ
ァ
は
第
三
暦
で
オ
ベ

　
　
　
西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
ろ
考
古
學
的
山
添

イ
ド
土
器
に

比
較
し
得
る
一
土
器
を
得
た
。
第
一
暦
と
第
二
層
の
下
で
そ
の
最

も
低
い
部
分
は
中
期
王
朝
期
の
エ
ヂ
プ
ト
遺
物
に
よ
っ
て
、
第
三

の
千
年
の
初
期
と
定
め
ら
れ
、
第
三
履
で
は
第
三
の
千
年
と
さ

れ
、
居
の
最
下
限
は
八
米
五
〇
で
あ
っ
た
。
こ
の
層
は
軍
色
幾
何

學
文
の
あ
る
土
器
、
次
に
補
講
土
器
を
出
し
て
特
徴
．
か
あ
る
。
最

下
限
が
一
二
米
三
五
で
第
三
の
千
年
の
初
期
又
は
恐
ら
く
第
四
の

千
年
に
當
る
第
四
暦
は
、
燧
石
器
、
増
石
羅
、
骨
器
を
絆
出
す
る

窪
く
て
精
巧
な
黄
色
粘
土
製
の
赤
黒
多
彩
土
器
を
出
し
た
。
シ
エ

フ
ァ
は
こ
の
土
器
を
…
勝
手
に
ニ
ネ
ヴ
エ
の
一
深
層
部
の
土
器
ヤ
サ
マ

ラ
、
ム
ー
シ
ア
ン
、
ス
ー
ヅ
三
の
土
器
に
比
べ
て
み
る
。
第
五
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
無
彩
土
器
（
磨
き
の
あ
る
條
文
と
か
つ
き
さ
し
た
意
匠
が
つ
い

て
み
る
）
を
酪
し
た
。
胴
部
に
水
団
に
並
ん
で
み
る
十
分
に
握
れ

る
縁
が
刹
り
把
手
に
代
っ
て
み
る
。

　
こ
の
層
は
一
六
米
五
〇
で
終
っ
て
み
て
、
第
四
の
千
年
に
回
り

シ
エ
フ
ァ
は
こ
Σ
で
エ
チ
プ
ト
先
王
朝
の
土
器
に
鋤
す
る
ご
三

の
類
似
を
蓮
べ
て
る
る
。
こ
の
結
果
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
、

こ
れ
に
ハ
マ
の
獲
見
を
附
加
へ
れ
ば
、
先
史
三
彩
土
器
に
新
局
面

が
開
か
れ
る
。
そ
の
存
在
は
す
で
に
数
年
前
サ
ク
ヂ
エ
・
ヂ
ユ
ジ

　
　
　
　
　
　
節
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
斑
入
五

〔エs9）



　
　
　
　
繭
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
墨
的
活
動

に
お
い
て
謹
明
さ
れ
て
み
る
。

　
一
九
三
五
年
の
嚢
掘
で
、
シ
エ
フ
ァ
は
、
そ
の
土
器
が
第
一
居
と

第
二
層
の
中
間
形
式
（
前
十
六
撤
紀
乃
至
十
五
世
紀
）
を
な
し
て
み

る
曲
暴
地
の
棺
み
一
、
・
†
五
世
紀
⊥
木
乃
至
十
六
世
紀
｝
初
｝
頭
に
半
田
る
鋪
瓢
翻

墓
地
の
棺
と
を
嚢
著
し
た
。
之
等
は
、
下
に
埋
葬
さ
れ
た
死
者
に

ま
で
灌
祭
が
黙
す
る
た
め
に
、
一
つ
の
穴
を
う
が
っ
た
供
へ
物
の

テ
ー
ブ
ル
の
設
備
を
有
し
て
を
り
、
死
者
は
約
一
世
紀
後
に
嬌
す

る
ミ
ケ
ネ
式
墓
の
複
急
な
溝
－
…
こ
の
溝
か
ら
死
者
に
そ
の
供
物

を
受
け
と
ら
せ
る
の
で
あ
る
一
を
豫
想
さ
せ
る
。
海
洋
民
族
が

や
っ
て
來
た
の
で
、
こ
の
種
の
墓
は
＋
三
世
紀
に
終
る
。
第
九
世

紀
に
は
、
同
じ
場
所
に
あ
る
墓
は
多
く
の
小
室
を
も
つ
て
を
り
、

そ
の
中
の
動
産
（
鐡
の
止
針
や
武
器
）
や
慣
習
（
火
葬
が
少
し
あ
る
）

は
カ
ル
ケ
ミ
ツ
シ
ユ
・
ヂ
ユ
ぜ
ル
や
子
ル
・
ヤ
ウ
デ
イ
エ
な
ど
の
棺

で
見
ら
れ
る
こ
と
を
思
繊
さ
せ
、
異
っ
た
民
族
の
薗
に
立
っ
て
る

る
襟
に
思
は
れ
る
。

　
「
、
闘
書
館
」
の
東
に
は
、
二
つ
の
廣
庭
の
あ
る
紳
殿
が
あ
る
、
そ

の
箕
面
魁
と
時
代
（
第
十
五
世
紀
と
第
十
四
世
紀
）
は
｝
九
二
九

年
に
獲
見
さ
れ
た
丘
の
北
西
部
に
あ
る
バ
ー
ル
紳
殿
と
同
じ
で
あ

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
閣
號
　
　
七
八
六

る
。
二
本
の
石
碑
に
は
新
し
い
聯
殿
で
獲
見
さ
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
の
キ
ユ
ネ
フ
オ
ー
ム
文
字
が
刻
っ
て
あ
り
、
バ
ー
ル
の
父
た

る
ダ
ゴ
ン
に
奉
献
し
た
こ
と
。
か
わ
か
る
。

　
一
九
三
五
年
の
嚢
掘
で
得
た
土
板
の
中
に
は
、
ベ
ル
ブ
・
ウ
ル

と
か
云
ふ
王
の
子
孫
た
る
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ
の
イ
ル
・
シ
ヤ
ル
王

に
ア
ッ
カ
ド
語
で
宛
て
た
手
紙
が
あ
る
。
こ
の
署
名
者
は
イ
ル
・

シ
ヤ
ル
王
に
面
し
て
、
ウ
ガ
リ
ト
の
営
々
が
王
を
守
る
や
う
に
と

願
っ
て
み
る
。
だ
か
ら
想
像
さ
れ
て
る
る
様
に
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ

は
ウ
ガ
リ
ト
で
あ
．
る
。

　
ヴ
イ
一
二
ー
氏
が
鋼
讃
を
行
っ
て
み
る
こ
の
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ

の
土
板
は
た
ゴ
に
言
語
學
的
見
地
か
ら
断
り
で
な
く
、
文
書
の
判

讃
に
概
し
て
も
、
そ
れ
故
に
イ
ス
ラ
エ
ル
入
の
起
原
に
資
料
を
輿

へ
る
も
の
と
し
て
、
大
き
い
時
値
が
あ
る
。

順
キ
．
フ
　
　
ロ
　
　
ス

　
キ
プ
ロ
ス
島
の
嚢
掘
に
お
い
て
、
デ
ィ
カ
ィ
オ
ス
氏
は
、
ク
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ウ
ム
か
ら
近
い
エ
リ
ミ
で
新
石
器
時
代
の
瀧
跡
を
獲
黒
し
た
。
そ

こ
に
は
四
つ
の
暦
が
認
め
ら
れ
、
各
々
轡
形
の
建
物
が
あ
っ
て
特

（　140　）



徴
を
も
つ
て
み
る
。
下
か
ら
地
表
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
そ
の
建

築
衛
は
次
第
次
第
に
進
歩
し
て
、
最
後
の
時
代
の
屠
は
、
元
來
生

．
焼
き
の
煉
瓦
の
上
に
不
規
則
に
つ
み
重
ね
た
石
の
壁
か
ら
成
っ
て

を
り
、
そ
し
て
明
ら
か
に
柴
キ
謹
呈
い
た
粘
土
で
屋
根
。
か
出
來
て

る
九
。

⑤
　
｝
．
墜
b
璽
お
い
÷
困
）
・
お
0
1
い
ゆ
H
・

　
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ
の
嚇
簑
掘
…
後
、
シ
エ
フ
ァ
は
キ
プ
ロ
ス
島
に
渡

り
、
エ
ン
コ
ミ
で
非
常
に
美
し
い
古
代
土
器
を
讐
富
に
牧
穫
し

た
、
こ
の
土
器
に
は
赤
色
の
艶
些
し
藥
が
つ
い
て
み
た
り
、
或
ひ

は
切
込
み
意
匠
の
赤
色
土
器
で
あ
っ
て
、
こ
の
考
古
動
的
成
果
は

興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
墓
に
近
く
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
式
の
建
物
が

あ
る
、
こ
れ
は
今
日
ま
で
何
入
も
注
意
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
下
の
方
で
、
建
物
の
二
つ
の
暦
が
重
っ
て
み
る
。
第
二
の
建

物
（
下
）
は
ミ
ヶ
ネ
時
代
で
あ
る
。
長
い
闇
キ
プ
p
ス
島
に
お
い
て

ミ
ケ
ネ
式
遺
物
の
存
在
が
疑
は
れ
て
る
た
が
、
こ
の
隙
見
が
問
題

を
解
決
し
た
。
更
に
今
後
も
町
や
住
宅
の
下
か
ら
嚢
見
さ
れ
る
で

あ
ら
う
。

　
　
　
　
西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
ろ
考
古
墜
・
的
志
士

　
　
　
　
皿
パ
レ
ス
チ
ナ

　
　
　
　
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
本
節
で
は
主
と
し
て
大
工
事
の
活
動
に
つ
い
て
だ
け
蓮
べ
る
。

し
か
し
乍
ら
、
英
國
考
古
隠
々
院
や
ア
メ
リ
カ
史
前
研
究
學
院
の

後
援
で
、
カ
ル
メ
ル
地
方
の
ワ
デ
ィ
・
エ
ル
・
ム
ガ
ラ
！
に
お
け
る

ガ
ロ
i
女
史
の
嚢
掘
は
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
入
に
属
す
る
入
骨
を

獲
見
し
た
。

⑥

裟
三
舞
切
震
8
婆
。
堕
琳
℃
馳
o
m
陛
剛
b
冨
冨
ヨ
比
ω
≦
一
磐
k
ζ
o
ゴ
器
○
一
〇
α
Q
曳
博
口

ぢ
鴇
（
切
F
白
a
昌
o
h
鱒
①
諺
ヨ
Φ
嵩
g
胃
ω
。
ぎ
。
尻
o
h
O
嵩
①
馨
山
男
。
－

。・

諸
ｯ
。
ダ
ま
く
噌
お
實
“
ワ
柏
。
…
鴇
）

　
ガ
ザ
の
少
し
南
で
、
F
・
ペ
ト
リ
！
卿
は
一
九
三
〇
年
に
、
英

國
エ
ヂ
プ
ト
考
古
議
院
み
三
ユ
ー
ヨ
ー
ク
大
領
の
後
援
の
下
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

テ
ル
・
エ
ル
・
ア
ヂ
ユ
ル
で
研
究
を
始
め
た
。
最
初
の
潰
跡
は
第
四

王
朝
に
遡
る
ら
し
い
、
長
さ
一
六
五
米
の
ト
ン
、
矛
ル
は
こ
の
時
期

に
属
す
る
。
階
代
に
お
い
て
ヒ
ァ
ツ
ス
が
あ
っ
た
後
、
カ
ナ
入
の

時
代
が
開
か
れ
る
、
こ
こ
で
は
大
き
い
生
焼
き
の
煉
瓦
建
の
家
と

浴
み
盃
の
つ
い
て
み
る
祭
壇
が
あ
る
。
ヒ
ク
ソ
ス
時
代
と
同
じ
二

化
で
あ
る
。
土
器
は
小
照
細
亜
、
。
シ
リ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
か
ら
輪
回

　
　
　
　
　
節
ご
十
二
巻
　
第
顯
號
　
　
七
八
七

（141）

／



　
　
　
　
西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
活
動

さ
れ
九
土
器
と
結
び
つ
い
て
み
る
。
棺
の
中
に
は
、
入
聞
と
馬
の

遣
骨
が
共
在
し
て
み
る
。

　
⑦
同
び
葬
℃
●
い
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
テ
ル
・
エ
ス
・
ス
ル
タ
ン
と
は
昔
の
エ
リ
コ
の
現
代
名
で
あ
る
。

こ
恥
で
元
パ
レ
ス
チ
ナ
滲
古
研
究
所
長
ガ
ー
ス
タ
ン
グ
氏
が
一
九

三
〇
年
以
來
四
期
に
亙
っ
て
幾
掘
を
指
揮
し
た
、
こ
の
結
果
つ
ぎ

の
こ
と
が
判
明
し
た
。
エ
リ
コ
は
そ
の
起
原
を
青
銅
器
時
代
の
前

二
千
五
百
年
頃
に
養
す
る
が
、
然
し
最
初
の
築
城
の
試
み
が
厚
さ

約
＋
二
米
の
生
焼
き
煉
瓦
の
城
壁
（
独
い
門
と
一
基
の
塔
が
つ

い
て
み
る
）
を
設
け
た
の
は
青
銅
期
車
期
の
約
二
千
年
頃
に
す
ぎ

な
い
。
こ
の
都
市
の
最
高
黙
は
ヒ
ク
ソ
ス
時
代
（
一
八
○
○
年
；

一
六
〇
〇
年
）
に
属
す
る
。
築
城
は
滑
の
斜
堤
、
胸
壁
，
外
濠
を

有
し
、
多
く
の
商
店
の
跡
や
、
こ
の
時
代
の
習
慣
と
し
て
、
所
謂

ヒ
ク
ソ
ス
入
の
多
数
の
甲
轟
（
古
代
人
が
崇
拝
し
た
）
が
あ
る
。
こ

の
時
代
の
末
に
こ
の
町
は
明
ら
か
に
エ
ヂ
プ
ト
入
に
破
壌
さ
れ

た
。
第
＋
五
世
紀
に
城
壁
が
再
建
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
の
ツ
ト
メ

ス
三
世
及
び
ハ
ツ
チ
プ
ス
ー
ト
の
甲
轟
が
得
ら
れ
、
一
つ
の
墓
か

ら
五
百
以
上
の
器
が
出
た
。
ガ
ー
ス
タ
ン
グ
に
よ
る
と
、
エ
リ
コ

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
八
入

の
城
壁
は
一
四
〇
〇
年
頃
地
震
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
の
だ
ら
う

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
、
聖
書
が
書
い
て
み
る
の
は
こ
の
城
壁
の
こ

と
だ
ら
う
。
こ
の
読
明
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
エ
ヂ
プ
ト
脱
出
が

十
五
世
紀
の
中
頃
（
他
の
考
古
學
者
が
望
む
様
に
十
三
世
紀
で
は

な
く
）
　
だ
と
す
る
。
　
同
一
に
ヴ
ァ
ン
サ
ン
氏
は
カ
ー
ス
タ
ン
。
ク
の
編

　
　
　
　
　
　
　
⑨

年
に
反
回
し
て
み
る
。
彼
は
エ
リ
コ
の
期
間
は
＝
一
〇
〇
年
頃
ま

で
認
め
ら
れ
得
る
と
す
る
。

③⑨

］
．
・
O
鴛
終
5
σ
Q
旧
密
二
鉱
H
o
”
Ω
曙
寡
自
累
。
興
。
℃
乱
…
ψ
（
》
髪
影
謝
Q
h

＞
乙
弩
8
δ
讐
帥
巳
〉
黒
ぼ
名
o
H
o
籍
「
ご
く
。
「
℃
0
9
匿
〆
（
ぢ
い
い
γ

や
い
一
廊
）
．

頃
・
〈
ぎ
8
9
…
O
珍
｛
ヨ
嵩
舜
一
〇
簿
。
署
9
0
ぎ
鷺
。
（
声
。
〈
言
望
三
5
蓉
9

ぢ
ω
ρ
唱
●
い
ま
…
ミ
ひ
）

　
ハ
ー
ヴ
ァ
；
ド
大
裁
の
獲
国
財
は
か
つ
て
サ
マ
リ
ア
（
今
日
の

セ
バ
ス
チ
エ
）
に
お
い
て
オ
ム
リ
と
ア
チ
ヤ
ブ
の
城
を
嚢
見
し

⑩た
。
英
國
考
古
學
院
の
ク
ロ
ー
フ
ツ
ト
、
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
大
學
の

レ
ー
ク
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
入
大
學
の
ス
ユ
ケ
ユ
ク
博
士
が

仕
事
を
つ
ゴ
け
て
る
る
。
オ
ム
リ
期
よ
り
古
い
も
の
は
何
一
つ
出

な
い
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
入
の
時
代
の
都
を
か
こ
ん
で
み
る
城
壁
の

（1‘1・．；　）



一
部
を
嚢
掘
し
た
。
恐
ら
く
ペ
ル
セ
ブ
オ
ー
ネ
に
捧
げ
ら
れ
た
紳

殿
、
ロ
ー
マ
と
ヘ
ロ
デ
王
の
時
代
に
属
す
る
膿
厚
揚
が
下
見
さ
れ

た
。
一
九
二
八
年
ア
ル
ス
ラ
ン
・
タ
ヅ
シ
ユ
で
三
見
さ
れ
た
物
に

よ
く
似
て
み
る
素
晴
し
い
象
牙
製
贔
が
九
世
紀
か
ら
へ
世
紀
頃
の

暦
か
ら
得
ら
れ
た
。

　
カ
ィ
フ
ァ
の
南
東
に
あ
る
メ
ヂ
ツ
ド
（
今
日
の
テ
ル
・
ム
テ
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

リ
ム
）
の
丘
は
シ
カ
ゴ
東
洋
研
究
所
に
よ
っ
て
三
三
さ
れ
た
。
畿

掘
は
ギ
ユ
イ
氏
が
指
揮
し
た
。
そ
の
使
用
し
た
方
法
は
ア
リ
シ
ャ

ー
で
用
ひ
た
の
と
同
様
で
あ
っ
て
、
丘
の
表
面
を
二
五
米
軍
方
に

分
け
、
獲
掘
は
土
地
の
創
一
法
で
行
ふ
。
他
所
と
同
様
に
メ
ヂ
ツ

ド
で
も
、
土
器
が
最
も
重
要
な
編
年
の
指
標
で
あ
っ
た
。
一
行
は

傍
の
丘
及
び
、
一
部
の
比
布
城
壁
の
あ
る
銅
石
器
時
代
の
非
常
に

古
い
往
居
回
を
饗
比
し
た
、
こ
の
遣
跡
か
ら
多
撒
の
ド
リ
コ
セ
ブ

ア
ル
の
頭
蓋
が
現
れ
た
。
こ
の
都
市
の
酉
方
で
は
、
水
を
分
配
す

る
溝
の
シ
ス
テ
ム
を
三
見
し
九
。
こ
れ
は
泉
に
ま
で
連
る
一
本
の

ト
ン
ネ
ル
で
終
っ
て
み
る
井
戸
に
結
合
し
て
み
る
。
こ
の
設
備
は

明
ら
か
に
都
市
が
存
在
し
た
こ
と
を
順
当
さ
せ
た
。

⑩

d
ド
ゆ
駕
羅
9
’
、
。
。
脚
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缶
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薄
ぎ
c
h
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①
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H
お
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ω
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鴨
○
ユ
①
蝕
窪
｝

、
西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
活
…
動

⑪

ズ
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霧
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劉
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ご
ω
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．
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目
拓
○
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簿
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藁
・
■
　
州
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●
畠
雫
一
p
ひ
轟
噸

　
王
朝
時
代
の
都
市
の
下
に
、
そ
の
最
も
奇
妙
な
建
物
の
｝
つ
は

一
口
の
馬
を
牧
容
し
得
る
厩
舎
ー
ギ
ユ
づ
氏
は
之
を
蔭
約
聖
書

に
書
い
て
あ
る
サ
p
モ
ン
王
の
厩
舎
と
同
｝
だ
と
論
じ
て
み
る

一
で
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
旧
著
以
前
に
存
在
し
た
筈
の

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
調
査
が
始
ま
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
⑫

　
昔
の
べ
ト
・
シ
エ
ア
ン
た
る
ベ
イ
シ
ャ
ン
は
今
臼
の
テ
ル
・
エ

ル
・
ホ
ズ
ン
に
回
る
。
こ
・
の
嚢
掘
は
ブ
イ
ッ
シ
ヤ
、
ア
ラ
ン
・
ロ

i
、
ブ
イ
ッ
ツ
グ
ラ
ル
ド
三
等
に
よ
っ
て
引
つ
ゴ
い
て
行
は
れ
て

る
る
。
前
圃
の
三
一
は
、
ツ
ト
メ
ス
王
時
代
暦
（
第
九
暦
）
に
旧
し
、

深
部
の
地
質
調
査
が
行
は
れ
た
。
最
近
の
調
査
で
は
夏
に
二
三
の

三
三
に
ま
で
搬
け
ら
れ
、
同
時
に
第
五
、
六
三
暦
の
三
物
を
も
登

噛
し
た
（
第
六
居
は
一
行
に
よ
れ
ば
セ
チ
三
三
一
世
、
師
ち
＝
二

ご
二
年
一
一
二
九
二
年
と
見
ら
れ
て
る
る
）
。
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枢
y
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鐸
O
閉
二
回
○
臣
籍
①
ユ
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聾
コ

尉
仙
く
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目
O
い
1
9
u
マ
い
P

o
り
。
げ
o
o
騨
o
h
O
二
2
β
一
力
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沼
門
二
，
o
F

策
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
八
九

（エ43）
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函
方
ア
ツ
ア
に
於
σ
る
考
古
學
的
活
動

　
エ
ル
サ
レ
ム
の
ア
メ
リ
カ
考
古
學
院
と
ク
セ
ニ
ァ
の
紳
學
院
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
、
　
　
九
踊
一
六
年
…
以
來
ペ
ブ
ロ
ン
の
嘱
幽
西
の
ペ
イ
ツ
・
ミ
ル
シ
ム

の
嚢
掘
を
、
ア
ル
ブ
ラ
イ
ト
氏
の
指
揮
で
行
っ
て
み
る
。
氏
は
こ

・
で
聖
書
の
デ
ビ
ル
と
か
キ
リ
ァ
ト
・
セ
ブ
エ
ル
の
慧
蹟
を
登
見

し
た
と
思
っ
て
み
る
。
こ
れ
は
大
捕
虜
時
代
の
二
三
〇
〇
年
頃
に

何
度
も
破
壊
さ
れ
た
り
再
建
さ
れ
た
り
し
た
低
い
蓮
跡
で
あ
る
。

土
器
に
よ
っ
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
メ
ヂ
ド
で
得
た
贋
と
周
一
の

結
果
を
得
た
。
こ
の
遺
跡
は
深
部
に
お
い
て
撒
屠
に
分
ち
、
G
と

記
さ
れ
た
暦
は
凡
そ
第
十
八
世
紀
に
回
る
。
E
暦
で
は
ヒ
ク
ソ
ス

期
初
期
と
同
時
代
で
、
ア
ル
ブ
ラ
イ
ト
氏
に
よ
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
東
部
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
嚢
生
し
て
第
十
八
、
十
七
世
紀
に
西
ア

ジ
ア
に
來
た
型
式
の
う
す
い
石
壁
の
あ
る
，
練
土
城
壁
を
登
見
し

た
。
圓
筒
や
甲
鵡
や
美
し
い
龍
骨
妖
の
磨
研
土
器
が
こ
の
痔
期
に

騰
す
る
。
す
っ
と
後
で
凡
そ
十
六
世
紀
宋
に
終
る
D
暦
で
は
、
土

器
、
甲
轟
が
青
銅
中
期
末
の
特
徴
を
具
へ
て
る
る
。
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第
二
十
二
巷
　
第
四
號
　
　
七
九
〇

　
「
ハ
ヴ
ア
…
フ
ォ
ー
ド
撰
無
筆
」
が
働
い
て
み
る
ベ
ト
・
シ
エ
メ

　
⑭

シ
ユ
で
は
、
ア
メ
ノ
ブ
イ
ス
三
世
（
煽
四
〇
〇
年
頃
）
の
結
婚
の
堅

鎧
が
意
見
さ
れ
た
。
王
に
は
サ
ロ
モ
ン
王
時
代
建
設
の
殿
藏
室
が

つ
い
て
み
る
。
全
野
庫
、
萄
葡
搾
り
揚
、
鍛
冶
屋
、
燃
は
鐵
器
時

代
初
期
に
お
け
る
こ
の
町
の
農
・
工
業
的
活
動
を
示
し
て
み
る
。

最
も
面
白
い
嚢
見
は
、
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に

劃
す
る
キ
ユ
ネ
フ
オ
ー
ム
文
字
の
圓
線
の
つ
い
て
み
る
長
い
土
板

で
あ
る
。
こ
の
文
字
は
反
封
に
書
か
れ
、
鏡
に
映
し
て
は
じ
め
て

護
む
こ
と
が
翫
來
る
。

　
F
・
ペ
ト
リ
ー
卿
は
、
前
三
二
〇
〇
年
頃
の
テ
ル
・
エ
ル
・
ア
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ユ
ル
（
昔
の
ガ
ザ
）
の
原
始
的
宮
趾
の
獲
掘
を
つ
“
け
た
。
墓
地
で

は
、
ッ
タ
ン
ク
・
ア
ー
メ
ン
時
代
の
エ
ヂ
プ
ト
総
督
の
墓
が
現
は

れ
、
石
膏
製
器
物
や
青
銅
器
と
一
緒
に
多
緻
の
エ
ー
ゲ
海
式
、
キ

プ
ロ
ス
式
土
器
を
恒
見
し
た
。

⑭
k
ピ
白
窪
臼
。
壽
ピ
○
。
窪
回
気
。
冒
彗
σ
q
豊
漁
9
弩
・
ρ
三
川
お
ω
恥
■
で
」
。
。
い
・

　
テ
ル
・
エ
ル
・
フ
ユ
ル
で
嫁
地
震
が
前
凹
に
聚
写
し
た
建
物
や
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

壌
し
た
。
ア
ル
ブ
ラ
づ
ト
氏
は
城
塞
の
内
外
の
仕
事
に
と
り
か
・

（　14　．“t．　）



つ
た
。
登
話
し
九
土
器
は
八
世
紀
中
葉
の
最
も
古
い
鐡
器
時
代
の

特
徴
あ
る
土
器
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ヂ
ベ
ァ
の
第
｝
期
は
青
銅
末

期
と
鐵
器
初
期
（
七
世
紀
）
と
の
過
渡
期
を
形
作
る
こ
と
が
判
明

出
來
た
。
火
事
が
こ
の
町
を
終
ら
せ
た
。
第
二
期
は
ソ
ー
ル
王
期

（
鐵
器
初
期
の
最
後
の
段
階
）
に
去
る
。
最
も
重
要
な
設
備
は
鐵
器

第
三
期
と
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ツ
ク
時
代
に
當
る
。
　
一
行
は
同
じ
場
所
に

相
つ
い
で
建
て
ら
れ
た
鐵
器
初
期
の
ニ
ケ
の
城
塞
玩
を
爽
掘
し

た
、
こ
れ
ら
は
モ
ア
ブ
人
の
國
の
城
塞
、
邸
ち
洋
室
つ
き
の
二
重

城
壁
で
矩
形
を
な
し
た
角
塔
が
あ
る
ア
イ
ン
・
エ
ル
・
ク
デ
イ
ラ
ー

ト
（
カ
デ
シ
ユ
・
バ
ル
ネ
ァ
）
や
テ
ル
・
ヅ
カ
リ
ヤ
の
城
塞
に
比
較

出
町
る
。

⑮
H
三
鼻
で
L
G
。
ご
即
｝
の
●
○
●
ぎ
い
ρ
お
雛
・
℃
．
ひ
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
デ
ル
・
デ
ユ
ヴ
エ
ル
（
ラ
チ
ス
）
で
は
、
ス
タ
ル
キ
！
氏
が
登
掘

を
指
輝
し
た
。
丘
の
頂
上
で
、
ペ
ル
シ
ヤ
時
代
の
．
総
督
の
住
宅
を

畿
掘
し
、
町
の
防
禦
シ
ス
テ
ム
を
研
究
繊
來
た
。

＠
　
｝
ヨ
。
野
H
c
貧
鐸
ω
①
昌
日
凶
瓢
。
ピ
碧
讐
鉛
α
q
譲
．
即
貫
凶
一
お
ω
・
唱
｝
）
．
國
○
。
い
．

西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
る
考
古
攣
的
活
動

　
岩
の
中
に
切
込
ま
れ
て
あ
る
墓
が
感
孚
さ
れ
た
。
之
等
は
鐵
器

量
二
期
か
ら
ユ
ダ
ヤ
入
王
朝
の
末
期
ま
で
重
っ
て
み
る
。
あ
る
も

の
は
青
銅
期
中
葉
の
も
の
で
あ
る
。
ウ
ル
の
影
響
を
示
す
土
器
が
．

爽
見
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
死
海
の
北
東
に
あ
る
テ
レ
イ
ラ
ー
ト
・
ガ
ツ
ス
ユ
ル
の
遺
跡
で

は
、
マ
ロ
ン
、
ケ
ヅ
プ
ユ
ル
、
ヌ
ー
ヴ
イ
ユ
等
が
、
第
三
の
千
年

宋
期
に
熱
る
文
明
の
存
在
を
豊
漁
し
た
。
青
銅
上
期
及
び
中
期
に

お
い
て
、
こ
の
町
は
同
一
文
化
に
属
す
る
他
の
霜
朝
に
か
こ
ま
れ

て
る
た
。
　
一
行
は
一
九
三
九
年
乃
至
一
九
三
二
年
の
三
回
の
調
査

報
告
を
獲
表
し
て
み
る
。
こ
れ
に
は
遺
跡
と
そ
の
下
家
に
回
す
る

地
理
學
的
、
地
質
學
的
調
査
も
お
ろ
そ
か
に
し
て
み
な
い
。
こ
の

調
査
は
パ
レ
ス
チ
ナ
考
古
學
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
、

五
軒
の
家
々
か
ら
嚢
見
さ
れ
た
壁
書
一
そ
の
中
に
は
解
繹
が
困

難
な
も
の
も
二
三
あ
る
一
に
つ
い
て
蓮
べ
て
る
る
。
ワ
デ
ィ
・

タ
ラ
フ
ヱ
に
お
い
て
は
、
一
行
は
一
つ
の
纂
地
で
、
青
銅
期
第
二

期
（
二
〇
〇
〇
年
乃
至
一
八
○
○
年
）
頃
の
土
器
と
銅
器
、
ま
た

大
き
い
石
で
周
園
を
か
こ
ん
だ
廣
い
一
種
の
内
陣
を
一
見
し
た
。

か
く
て
、
ヨ
ル
ダ
ン
河
の
東
部
地
方
の
丘
々
は
シ
リ
ア
國
境
の
ネ

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
凶
號
　
　
七
九
㎜
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酉
方
ア
ジ
ア
に
於
げ
ろ
考
古
學
的
活
動

ボ
山
か
ら
「
カ
ス
ピ
海
ま
で
も
」
籏
っ
て
み
る
買
石
文
化
の
一
時
代

を
再
現
し
た
。

＠

日
①
H
酒
客
O
｝
ぢ
。
。
0
3
が
0
9
ゴ
剛
》
8
。
。
賎
民
F
胡
ロ
震
鴨
2
M
H
一
叢
ロ
。
一
、
刷
午

睡
無
戸
訴
三
三
圃
碧
。
℃
o
ゴ
鴬
罰
。
鼻
3
3
1
3
宥
■
　
カ
9
ぎ
●
ぢ
ω
・
T

＞
・
｝
◎
〉
「
お
ω
轟
’
一
）
．
Q
Q
。
○
。
ゆ

　
テ
ル
・
ム
テ
ゼ
リ
ム
は
古
い
メ
ヂ
ツ
ド
遣
跡
に
封
慮
す
ろ
。
ギ

ユ
イ
氏
は
こ
、
で
シ
カ
ゴ
東
洋
研
究
所
の
爲
に
嚢
掘
を
行
っ
た
。

從
來
の
嚢
見
で
最
も
著
し
い
も
の
は
、
大
斗
が
つ
い
て
み
る
柱
の

あ
る
紳
庸
君
で
あ
っ
た
。
家
母
は
所
謂
調
書
な
原
イ
ォ
ニ
ァ
朝
の

型
式
で
あ
り
、
明
ら
か
に
サ
ロ
モ
ン
王
時
代
（
紀
元
前
十
世
紀
）
で

あ
る
。
嚢
無
量
は
嗣
様
に
石
灰
香
の
あ
る
祭
壇
、
こ
れ
は
角
形
の

　
　
　
　
　
　
　
カ
ド

四
本
の
突
猷
し
た
角
が
つ
い
て
を
り
、
石
灰
香
を
焼
く
爲
に
使
っ

た
陶
土
製
の
小
内
陣
、
同
誌
に
陶
土
製
の
紳
像
を
立
見
し
た
。
こ

れ
等
は
カ
ナ
ー
ン
で
嚢
掘
さ
れ
た
他
の
遺
跡
と
盛
行
す
る
も
の
で

あ
る
。
吏
に
所
謂
ク
ル
ノ
ス
と
い
ふ
形
の
器
が
あ
る
。
之
は
陶
土

の
転
ん
だ
環
で
、
小
燈
物
像
の
飾
の
が
あ
り
、
こ
の
上
に
圭
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

穴
に
通
す
る
小
さ
い
水
槽
が
接
合
さ
れ
て
み
る
。

⑲

　
　
　
箪
二
十
二
巻

》
雪
9
》
．
露
渥
渚
く
畷
同

翼
㊦
毒
ジ
い
ひ
舅
鉱
お
ω
轟
．

第
鰻
號
　
　
七
九
二

貸
8
一
y
ワ
お
楠
…
霊
霧
窪
暮
巳
び
O
ご
畠
○
コ

　
貴
重
な
獲
見
物
中
で
こ
・
に
紹
介
す
べ
き
も
の
に
、
頸
飾
り
や

耳
環
、
密
針
、
垂
飾
、
非
常
に
簡
躍
な
手
法
で
シ
リ
ヤ
の
豊
作
の

女
神
を
示
し
た
護
符
の
形
を
し
て
み
る
黄
金
製
の
費
石
類
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
・
で
は
非
常
に
初
歩
的
な
製
作
技
衛
が
問
題
で

あ
る
。
こ
の
費
石
芋
の
大
部
分
は
浄
彫
の
金
葉
か
ら
戒
っ
て
み

る
σ

　
サ
マ
リ
ア
の
獲
掘
は
一
九
三
三
年
に
二
つ
の
重
要
な
結
果
を
得

⑲た
。
」
、
高
原
の
頂
上
で
、
一
行
は
イ
ス
ラ
エ
ル
期
の
湛
跡
の
下

で
，
建
物
の
遺
物
と
同
じ
く
青
銅
第
一
期
の
土
器
片
を
得
た
。
故

に
オ
ム
リ
都
市
建
設
前
に
お
い
て
、
こ
の
遺
跡
に
定
着
し
た
入
民

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
、
町
の
北
東
の
突
翫
部
に
お
い
て
、
二

米
蹴
上
の
厚
さ
と
直
径
十
三
米
あ
る
壁
の
つ
い
て
み
る
塔
を
獲
回

し
た
、
こ
の
塔
は
七
米
の
高
さ
で
保
存
さ
れ
、
エ
ロ
ポ
ァ
ム
三
世

（
七
八
二
年
一
七
四
二
年
）
の
時
代
に
定
め
る
こ
と
が
嵩
語
る
こ
の

塔
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
探
瞼
隙
が
先
年
南
西
突
出
部
の
遺
跡
で
獲
回

し
た
塔
と
饗
を
な
し
て
み
る
。
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⑲
男
．
切
・
6
ω
轟
・
ワ
よ
。
。
孕

　
余
が
さ
劇
に
述
べ
た
九
世
紀
の
象
牙
は
有
名
な
も
の
と
な
つ

九
。
之
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
、
　
一
、
か
つ
て
は
金
箔
叉
は
金
色

の
斑
黙
に
蘇
れ
て
み
た
が
、
全
く
エ
ヂ
プ
ト
の
影
響
を
受
け
て
み

る
。
二
、
こ
れ
も
エ
ヂ
プ
ト
の
影
響
を
受
け
て
は
み
る
が
そ
の
人

物
の
衣
装
に
は
ア
ジ
ア
の
影
響
が
あ
る
。
以
上
二
種
の
象
牙
は
、

チ
ユ
ロ
：
・
ダ
ン
ヂ
ヤ
ン
氏
が
ア
ル
ス
ラ
ン
・
タ
ツ
シ
ユ
で
獲
見
し

て
ア
レ
ッ
ポ
博
物
館
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
に
牧
め
ら
れ
て
る
る
象

牙
に
よ
く
似
て
み
る
。
サ
マ
リ
ヤ
の
象
牙
は
エ
ル
サ
レ
ム
博
物
館

と
ハ
ー
ヅ
ア
ー
ド
大
雨
の
フ
オ
ヅ
グ
写
物
館
に
分
け
て
保
存
さ
れ

て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
⑳

　
ア
ブ
・
ハ
ワ
ン
の
長
は
ハ
イ
フ
ァ
の
郊
外
に
そ
・
り
立
っ
て
る

る
。
今
田
で
は
海
岸
か
ら
一
キ
ロ
牛
の
地
面
に
あ
っ
て
、
明
ら
か

に
昔
は
エ
ス
ド
レ
ロ
ン
卒
原
の
諸
都
市
の
儒
の
港
で
あ
っ
た
。
こ

の
町
に
お
け
る
居
住
期
間
は
青
銅
器
最
後
の
時
代
（
凡
そ
前
十
四

世
紀
）
か
ら
ロ
ー
マ
時
代
ま
で
つ
“
く
。
嚢
兇
遺
物
の
性
質
は
著

し
く
キ
プ
ロ
ス
の
影
響
を
示
し
、
特
に
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ
の
古
物

に
よ
く
似
て
み
る
。
ペ
ル
シ
ヤ
時
代
（
五
世
紀
一
四
世
紀
）
に
當
る

　
　
　
　
鱈
方
ア
ジ
ア
に
於
け
ろ
考
古
學
酌
活
勤

第
二
暦
の
土
器
は
テ
ル
・
エ
ル
・
プ
ア
リ
ァ
と
テ
ル
・
ヤ
ン
マ
（
エ
ヂ

プ
ト
の
第
菅
三
、
謄
六
王
朝
）
及
び
ア
ト
リ
ト
（
五
世
紀
）
、
サ
マ

リ
ヤ
（
ペ
ル
シ
ヤ
朝
）
ヂ
エ
ぜ
ル
（
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ツ
ク
時
代
）
で
獲
掘

さ
れ
た
遣
物
に
二
三
に
近
い
。
こ
の
時
代
の
建
築
の
特
徴
は
、
メ

ヂ
ド
第
四
層
で
見
ら
れ
た
様
に
柱
を
多
く
用
ひ
て
み
る
こ
と
で
、

登
回
者
は
之
を
サ
ロ
モ
ン
時
代
と
し
て
み
る
。

⑳
〉
●
回
レ
．
匿
区
諏
く
図
鐸
お
ω
や
や
い
。
。
G
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ヨ
ル
ダ
ン
河
東
の
エ
ラ
ツ
シ
ユ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
エ
ル
サ
レ
ム

皇
院
と
エ
ー
ル
大
壷
の
合
同
調
査
縁
が
グ
リ
ユ
ッ
ク
氏
指
揮
の
下

に
行
は
れ
，
凱
旋
門
の
正
面
の
遣
跡
の
南
側
部
分
を
獲
重
し
た
。

こ
の
凱
旋
門
は
ロ
ー
マ
時
代
の
も
の
で
、
　
…
像
を
牧
め
て
み
る
壁

蕪
が
穿
っ
て
あ
る
間
口
に
よ
っ
て
、
左
右
出
癖
に
延
び
て
を
る
。

一
行
は
競
馬
場
卒
颪
を
掘
鵬
す
の
に
專
際
し
た
。
こ
の
競
馬
場
の

入
口
が
見
つ
か
り
、
大
玄
關
…
に
は
小
さ
い
一
ろ
の
門
が
よ
り
添

っ
て
を
り
，
記
念
碑
を
破
壊
し
た
筈
の
火
事
の
跡
が
つ
い
て
み

る
。
こ
の
慰
跡
地
方
全
艦
は
ビ
ヅ
ン
チ
ン
藤
代
、
ア
ラ
ビ
ヤ
時
代

に
も
入
が
住
ん
で
を
つ
た
。
南
門
に
は
、
二
軍
に
上
し
て
み
る
第

　
　
　
　
　
第
二
十
二
谷
　
第
書
誌
　
　
七
九
三

（王47）



　
　
　
　
酉
方
ア
ツ
ア
に
於
け
左
考
宵
學
駒
活
動

二
世
紀
（
A
D
）
の
美
し
い
コ
リ
ン
ト
・
イ
オ
ニ
ア
爾
式
混
合
大
斗

が
獲
掘
さ
れ
た
。
北
門
の
（
ダ
マ
ズ
コ
側
）
外
で
は
ア
エ
リ
ア
街
道

が
簑
り
，
こ
れ
も
獲
掘
さ
れ
た
。
ア
エ
リ
ァ
街
道
と
小
路
と
の
交

叉
黙
は
方
形
廣
揚
に
な
っ
て
を
り
、
そ
こ
に
は
ト
レ
ト
ラ
ピ
ル
と

呼
ば
れ
る
四
本
の
霞
石
が
立
っ
て
る
る
。
各
柱
石
は
四
本
を
グ
ル

ー
プ
と
し
た
三
選
を
支
へ
て
を
り
、
園
柱
の
ま
ん
申
に
は
祭
壇
が

あ
る
．
．
そ
の
後
ま
も
な
く
、
こ
の
漁
場
は
圓
形
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
　
㍉
五
〇
年
頃
（
A
D
）
の
墓
が
掘
繊
さ
れ
、
陶
土
製
の
小

三
三
と
ラ
ム
プ
を
た
く
ざ
ん
提
供
し
た
。

　
⑳
b
づ
●
鋭
ψ
ρ
沖
お
ω
轟
．
劉
。
●
鴇
”
℃
●
斡
窯
。
●
い
鼻
・
ワ
い
．

　
　
〉
・
］
一
諺
．
×
×
区
く
霞
H
り
お
黛
・
　
℃
．
お
N
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
九
三
三
年
に
ア
メ
リ
カ
考
古
塵
・
院
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
東
部
嚢

掘
を
始
め
た
。
グ
リ
ユ
ッ
ク
氏
は
ア
ラ
バ
ー
を
貫
い
て
ア
カ
バ
ー

ま
で
駆
る
ク
ラ
ク
の
部
分
の
第
一
回
調
査
を
報
告
し
て
み
る
。
　
一

行
は
こ
の
途
上
で
屡
々
そ
の
厚
さ
の
中
に
灰
色
を
帯
び
ナ
バ
テ
ー

ス
で
よ
く
獲
見
さ
れ
た
赤
褐
色
土
器
を
多
く
得
た
、
そ
し
て
幾
何

學
丈
（
水
三
線
、
階
段
、
碁
盤
文
、
菱
形
に
交
叉
す
る
斜
行
文
）
の
彩

　
　
　
　
　
第
一
　
十
二
巻
　
纂
四
號
　
　
七
九
四

色
片
を
得
た
。
そ
の
中
で
特
徴
あ
る
も
の
は
、
無
光
澤
帯
と
丁
寧

に
磨
い
た
帯
丈
と
が
交
互
に
並
ん
で
み
る
意
匠
と
、
ま
た
灰
白
色

の
勅
藥
を
塗
っ
た
褐
色
粘
土
の
土
器
と
で
あ
る
。
多
数
の
ナ
バ
テ

ー
ヌ
の
城
塞
趾
も
嚢
見
さ
れ
た
。
キ
ベ
ル
ト
・
エ
ン
・
ナ
ハ
ー
ス
地

方
で
は
、
前
＝
○
○
年
乃
至
八
○
○
年
頃
の
一
土
器
を
得
た
。

こ
れ
は
昔
の
銅
山
と
鐙
臨
場
の
中
心
地
で
あ
る
。
第
三
同
の
探
検

は
ネ
ボ
山
地
方
で
、
多
撒
の
鐵
器
時
代
初
期
の
建
物
及
び
銅
・
鐵

の
鑛
脈
を
登
掘
し
た
。
第
三
画
探
検
は
エ
ド
ム
國
の
北
方
國
境
へ

向
ひ
、
古
い
時
代
に
盛
に
使
用
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス
ヨ
ル
ダ
ニ
ヤ
を

掛
嵩
業
鷺
認
詮
・
の
塗
に
は
麹
一
き
・
年
か
ら
函

八
○
○
年
頃
の
遣
跡
が
多
く
存
し
て
み
る
。

⑫

ご
り
・
浮
●
Q
Q
幽
○
●
男
「
o
っ
Φ
℃
r
お
ω
や
ワ
ω
電

》
・
嗣
●
〉
●
メ
図
図
く
二
戸
お
ω
や
ワ
同
｛
る
…
お
ヲ

　
グ
リ
ユ
ツ
ク
氏
に
よ
れ
ば
、
エ
ド
ム
國
の
城
塞
の
重
要
性
は
、
エ

ヂ
プ
ト
か
ら
脆
出
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
入
が
何
故
に
こ
の
地
方
を
横

断
し
な
い
で
、
之
を
迂
温
し
モ
ア
ブ
地
方
を
通
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
か
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
城
塞
の
年
代
も
亦
島
エ

ヂ
プ
ト
記
が
第
十
三
世
紀
以
前
に
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
謹
腸



す
る
も
の
で
あ
る
。

伍
結

び

　
要
す
る
に
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
イ
ラ
ン
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の
獲
掘

は
、
綜
合
的
土
器
編
年
の
設
定
に
よ
っ
て
、
更
に
よ
く
原
史
時
代

を
知
り
、
歴
史
峙
代
に
之
を
結
び
つ
け
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
從

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
遡
り
得
る
最
も
古
い
時
代
か
ら
こ
の
地
域
．
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

艦
に
亙
っ
て
共
通
の
特
徴
を
も
つ
た
大
き
い
文
化
が
存
在
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
フ
ェ
ニ
キ
ア
と
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、
歴
史
時
代
は
特
に
新
し
い

獲
掘
で
詳
細
に
な
っ
た
。
こ
・
で
も
ま
九
、
土
器
が
同
質
性
を
示

し
て
み
て
、
時
代
の
設
定
に
役
立
っ
て
る
る
。

　
　
　
　
　
　
×

　
最
近
数
年
間
の
考
古
學
的
登
掘
に
よ
っ
て
、
歴
史
時
代
以
前
の

西
方
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
の
何
物
な
る
か
ゴ
大
凡
明
ら
か
に
な

っ
た
。

　
ま
つ
第
一
に
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
、
少
く
と
も
そ
の
三
分
の

こ
以
下
の
面
積
（
ス
メ
ル
、
ア
ツ
カ
ド
ニ
國
）
に
お
い
て
は
猫
自
性

　
　
　
　
西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
宵
醗
的
活
動

を
保
っ
て
る
る
と
し
て
も
、
上
シ
リ
ア
、
ア
ヅ
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ン

高
原
は
（
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
と
緊
接
．
な
驕
係
に
は
あ
る
け
れ
ど
も
）
同

質
の
一
文
化
を
持
っ
て
る
た
、
こ
の
文
化
は
二
一
二
の
黙
．
で
南
方
と

異
っ
て
み
る
。
か
く
し
て
、
南
方
は
所
謂
オ
ベ
イ
ド
期
（
虹
色
土

器
）
、
ウ
ル
ク
期
（
彩
色
土
器
な
し
）
，
ヂ
エ
ム
デ
ヅ
ト
・
ナ
ズ
ル
期

（
多
彩
土
器
）
を
知
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
北
方
で
も
場
上
の
同
じ

時
代
が
存
し
て
み
る
が
，
之
等
よ
り
以
前
の
時
代
に
、
ニ
ネ
ヴ

エ
、
ア
ル
パ
キ
ヤ
、
テ
ル
。
ハ
ラ
フ
・
サ
マ
ラ
及
び
ペ
ル
シ
ヤ
で
は

レ
イ
・
ヂ
ヤ
ン
・
カ
シ
ヤ
ン
、
そ
し
て
恐
ら
く
、
フ
エ
ニ
キ
や
北
方

の
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ
で
三
見
さ
れ
た
彩
色
土
器
の
時
代
が
あ
っ

た
。　

こ
の
原
始
諸
文
明
を
造
っ
た
人
々
は
何
者
だ
ら
う
か
？
　
ス
メ

ル
入
か
他
の
民
族
か
？
　
こ
の
問
題
に
答
を
與
へ
る
こ
と
は
現
在

で
は
全
く
む
つ
か
し
い
。

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
氏
は
、
ス
オ
ル
人
は
オ
ベ
イ
ド
峙
代
以
後

で
あ
る
と
す
る
、
ヨ
ル
ダ
ン
氏
は
ワ
ル
カ
の
第
六
鷹
以
後
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
と
マ
ツ
ケ
イ
雨
氏
は
ウ
ル
第
一
王
朝
以
後
だ
と
す
る
。

假
設
を
支
へ
ろ
爲
に
頭
蓋
の
細
片
ま
で
も
用
ひ
る
入
玉
學
も
、

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
九
五
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・
西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
ろ
考
古
質
的
活
勤

も
は
や
膿
嵩
題
に
解
…
決
を
凱
ハ
へ
る
こ
と
。
か
鑑
識
な
い
。
た
穿
西
方
ア

ジ
ア
の
墓
地
で
嚢
見
さ
れ
た
最
古
の
頭
蓋
は
ブ
ラ
キ
セ
フ
ァ
ル
と

ド
リ
コ
セ
フ
ァ
ル
の
二
大
愛
種
を
示
し
て
を
り
、
故
に
そ
の
混
血

が
行
は
れ
九
と
い
ふ
糧
度
で
あ
、
る
。

　
セ
ム
人
に
撤
し
得
る
灰
の
、
叉
そ
の
出
現
の
階
に
よ
っ
て
、
爾
民

族
の
合
同
の
時
期
を
定
め
う
る
ス
メ
ル
文
化
の
特
殊
性
と
い
ふ
物

が
少
し
存
在
す
る
だ
ら
う
か
？
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ー
ル
氏
は
多
彩

土
器
を
セ
ム
入
の
も
の
と
定
め
る
に
傾
い
て
み
る
。
チ
ユ
ロ
ー
・

グ
ン
ヂ
ヤ
ン
一
双
は
、
　
ス
メ
ル
入
の
ワ
計
竹
非
法
。
か
山
開
十
六
進
法
（
セ
ム
人

の
は
＋
進
法
ら
し
い
の
に
）
な
の
で
セ
ム
人
の
遺
存
を
示
す
と
す

る
。
コ
ン
ト
ノ
ー
氏
は
圓
筒
印
拭
お
い
て
セ
ム
の
遣
存
を
認
め
て

み
る
。
さ
て
、
こ
の
特
殊
性
は
ウ
ル
ク
と
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ

ル
時
代
に
一
致
し
て
み
る
。
ア
ジ
ア
と
エ
ヂ
プ
ト
の
聞
に
歴
史
以

前
に
存
在
し
た
黙
劇
が
（
ウ
ル
ク
と
ヂ
ユ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
の
爾

期
に
館
し
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
）
恐
ら
く
カ
ナ
ー
ン
や
上
シ
リ
ア

の
住
民
た
る
ス
メ
ル
丈
化
を
受
け
た
セ
ム
人
を
媒
介
者
と
し
た
の

で
あ
ら
う
。
こ
の
媒
介
考
は
、
セ
ム
文
化
が
多
く
存
し
エ
ヂ
プ
ト

に
ス
メ
ル
交
化
の
二
三
の
特
殊
な
も
の
を
傳
へ
た
エ
ヂ
プ
ト
語
に

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
　
餓
穿
四
脚
　
　
　
七
九
晶
ハ

そ
の
猫
特
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
他
方
で
は
、
ラ
ス
・
シ
ヤ
ム
ラ

の
土
板
は
カ
ナ
ー
ン
の
國
か
ら
散
在
し
た
セ
ム
入
の
中
心
の
一

部
を
つ
く
っ
た
藩
主
を
残
し
て
み
る
。
す
べ
て
の
事
々
は
、
ウ
ル

ク
と
ヂ
ユ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
爾
時
代
以
來
、
セ
ム
人
が
カ
ナ
ー

ン
に
居
た
と
い
ふ
鮎
で
一
致
し
て
み
る
。
彼
等
は
ヂ
エ
ム
デ
ツ

ト
・
ナ
ズ
ル
の
土
板
以
來
現
れ
て
を
る
が
、
ス
メ
ル
語
に
お
け
る

セ
ム
語
の
存
在
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
は
徐
々
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

沸
工
刀
へ
撫
蝋
つ
た
。
い
つ
れ
に
せ
よ
、
ス
メ
ル
入
一
か
ペ
ル
シ
ヤ
聯
湾
近

く
に
そ
の
文
明
を
建
設
し
た
時
に
は
、
こ
の
文
化
は
全
く
純
檸
な

セ
ム
丈
化
に
染
っ
て
み
な
か
っ
た
。
故
に
セ
ム
人
と
の
接
濁
は

な
か
っ
た
。
こ
の
時
代
に
お
け
る
下
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
の
不
安
定
な

固
態
、
チ
グ
リ
ス
や
ユ
ー
フ
ラ
テ
入
河
の
泥
土
で
鵡
來
た
小
島
の

散
在
す
る
沼
澤
、
漸
く
人
聞
が
住
め
る
様
に
な
っ
た
之
等
の
地
方

は
、
海
か
ら
生
れ
た
文
化
を
ベ
ロ
ー
ズ
が
維
持
し
た
傳
統
を
考
慮

し
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
最
近
の
獲
掘
で
の
も
う
一
つ
の
牧
穫
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
偉
大

な
歴
史
の
始
め
を
ヂ
ユ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
期
に
お
い
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
期
の
圓
筒
印
章
（
そ
の
自
然
主
義
に
お
い
て
眞
と
に

（150）
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完
全
な
も
の
）
が
最
も
重
大
な
遣
物
と
な
っ
た
。
ワ
ル
カ
の
嚢
掘

は
之
等
を
復
活
し
，
こ
の
遺
物
の
内
容
、
意
匠
に
お
い
て
，
ス
メ

ル
富
農
の
藝
術
ら
し
い
も
の
を
再
現
し
た
。
さ
ら
に
，
ワ
ル
ヵ
の

大
土
器
が
ス
メ
ル
入
の
日
常
用
器
を
示
す
な
ら
ば
、
一
九
三
四
4
3

に
嚢
見
さ
れ
た
石
碑
は
人
物
一
後
に
な
っ
て
テ
ル
・
ハ
ラ
ー
フ

の
彫
惣
刻
に
［
兄
ら
れ
る
ア
ル
メ
ニ
ヤ
人
式
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
も
つ
た

入
物
一
を
象
っ
て
み
る
。
ヂ
エ
ム
デ
ツ
｝
・
ナ
ズ
ル
麿
と
共
に
、

先
サ
ル
ゴ
ン
期
と
同
檬
に
登
達
し
た
洗
練
さ
れ
た
（
非
常
に
著
る

し
い
）
潮
害
が
存
在
す
る
。

　
ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
期
の
後
に
先
サ
ル
ゴ
ン
期
叉
は
先
ア

ガ
デ
期
が
開
か
れ
る
、
そ
の
多
く
は
既
に
有
名
で
あ
る
が
、
ハ
フ

ア
エ
、
ウ
ル
、
テ
ル
ア
ズ
マ
ー
ル
、
マ
リ
の
勲
狡
掘
“
か
諏
非
常
に
材
料
を

醜
中
富
に
し
た
。
こ
の
期
の
問
題
の
一
つ
は
そ
の
編
年
で
あ
る
。
或

る
人
々
は
、
そ
の
期
間
は
数
世
紀
に
及
ぶ
と
考
へ
て
る
る
。
こ
の

時
期
の
遺
物
を
互
ひ
に
結
付
け
る
緊
密
な
類
似
に
よ
っ
て
，
コ
ン

ト
ノ
！
氏
は
最
少
限
度
の
期
間
を
考
へ
る
こ
と
が
患
上
る
と
考
へ

た
。
郎
ち
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人
は
決
し
て
具
艦
的
歴
史
を
作
ら
な

か
っ
た
が
ヤ
眞
の
歴
史
で
は
な
い
が
多
く
の
事
件
を
反
映
し
た
こ

　
　
　
　
西
方
ア
ジ
ア
に
於
げ
る
考
古
學
的
活
動
・

の
期
の
資
料
を
わ
れ
わ
れ
に
残
し
て
み
る
。
こ
の
期
間
中
の
王
の

名
簿
や
諸
王
朝
、
そ
の
期
間
、
そ
の
入
穿
、
そ
の
名
前
は
正
確
で

は
な
い
し
互
ひ
に
矛
盾
を
示
し
て
み
る
が
、
恐
ら
く
同
時
的
存
在

が
雰
．
常
に
多
く
存
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
憐
重
に
考
へ
さ
せ
る
の
で

あ
る
。

　
第
二
に
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
文
化
だ
け
を
切
離
し
て
研
究
し
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
文
化
は
エ
ー
ゲ
文
化
、
エ
ヂ
プ
ト
文
化
と
蓮

帯
し
て
み
る
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
化
の
初
期
に
翻
し
て
出
來
る
だ

け
年
代
を
引
下
げ
る
こ
と
は
承
認
さ
れ
る
、
若
し
エ
ヂ
プ
ト
學
者

が
エ
ヂ
プ
ト
文
化
に
惜
し
て
こ
の
方
法
を
探
慨
し
た
な
ら
ば
。
　
一

般
に
エ
ヂ
プ
ト
響
胴
者
。
か
チ
ニ
ツ
ト
樹
期
を
三
二
〇
〇
年
よ
り
も
低
く

下
げ
得
な
い
様
に
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
文
化
の
時
代
も
蝕
り
低
く
は

下
げ
ら
れ
な
い
。
か
く
て
ヂ
エ
ム
デ
ヅ
ト
・
ナ
ズ
ル
期
の
終
末
を

チ
ニ
ツ
ト
期
の
闇
に
お
く
、
こ
の
後
に
先
ア
ガ
デ
期
が
開
か
れ

る
。

　
カ
ナ
ー
ン
の
國
で
は
敗
穫
は
少
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
最
近

の
嚢
掘
は
歴
史
以
前
に
彩
色
土
器
文
化
と
し
て
傭
ら
れ
た
廣
大
な

地
域
の
北
方
部
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
南
方
部
や
パ

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
九
七

（　151　）



　
　
　
　
酉
方
ア
ジ
ア
に
於
け
ろ
考
古
學
的
活
動

レ
ス
チ
ナ
と
同
様
著
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
警
報
は
パ
レ
ス

チ
ナ
考
古
學
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
氏
に
よ
っ
て
行
は

　
　
　
⑱
　
　
　
　
⑳

れ
て
る
る
。
メ
ヂ
ツ
ド
の
最
近
の
調
査
報
告
に
お
い
て
、
氏
は
パ

レ
ス
チ
ナ
考
古
墨
は
最
古
の
時
代
ま
で
遡
ら
な
い
が
、
た
“
第
三

の
千
年
（
ウ
ル
第
三
王
朝
）
の
最
後
の
三
分
の
一
位
ま
で
は
遡
る
と

主
張
し
，
且
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
考
古
學
と
同
襟
に
今
で
は
醤
石
器
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

代
ま
で
は
研
究
さ
れ
得
る
と
述
べ
て
み
る
。
ヌ
ー
ヴ
イ
ユ
氏
が
述

べ
て
み
る
檬
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
は
葱
石
器
後
期
に
お
い
て
、
二
種

の
石
器
工
業
を
醐
時
に
有
し
た
、
部
ち
、
打
裂
式
（
テ
ヤ
シ
ァ
式
、

ル
ヴ
ロ
ワ
式
）
と
爾
面
式
（
シ
エ
レ
式
と
ア
シ
ユ
レ
式
）
で
、
之
に

ム
ス
テ
リ
ァ
式
が
っ
置
く
。
蕎
石
器
前
期
に
お
い
て
は
、
パ
レ
ス

ム
ナ
の
工
業
は
主
と
し
て
カ
プ
シ
ァ
式
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
ゴ

い
て
中
石
器
期
に
封
癒
す
る
ナ
チ
ユ
ブ
イ
ァ
式
（
之
は
夏
に
四
つ

の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
）
が
回
る
。
最
後
に
一
石
併
用
期
が
タ
ユ

ニ
ァ
式
、
ガ
ス
リ
ァ
式
に
一
三
す
る
。
ガ
ス
リ
ァ
式
は
時
と
し
て

タ
ユ
ニ
ァ
式
と
同
期
と
考
へ
ら
れ
、
そ
の
崩
現
は
第
四
の
千
年
の

末
か
、
第
三
の
千
年
の
初
頭
と
見
ら
れ
て
る
る
。
次
に
カ
ナ
ー
ン

は
、
青
銅
期
第
一
期
に
當
る
頃
に
現
は
れ
る
。
さ
て
、
メ
ヂ
ド
で

　
　
　
　
　
　
簾
二
十
二
巻
　
第
四
擁
　
　
七
九
八

は
、
七
つ
の
居
が
決
定
さ
れ
、
第
一
居
は
凡
そ
二
千
年
頃
か
，
エ

プ
ト
第
十
二
王
朝
の
初
め
に
當
る
。
第
七
暦
は
考
古
墨
的
に
は
不

毛
な
暦
の
上
に
重
っ
て
み
る
が
、
地
出
で
は
な
い
。
こ
れ
は
ま
だ

そ
の
試
み
ら
れ
て
み
な
い
文
化
を
示
し
て
み
る
。
第
四
麿
で
は
、

一
つ
の
過
渡
期
を
示
す
特
徴
が
多
く
見
ら
れ
る
、
郎
ち
、
塔
の
出

現
、
土
器
面
彩
色
の
患
現
、
櫛
書
聖
土
器
、
遊
君
建
築
の
小
さ
い
側

壁
の
｝
つ
を
含
ん
で
み
る
「
後
陣
形
」
プ
ラ
ン
の
あ
る
家
等
々
。
銅

文
化
を
す
で
に
所
有
し
て
み
た
こ
の
屠
は
理
論
上
で
は
金
腸
時
代

の
初
期
と
考
へ
ら
れ
得
る
。
第
四
居
の
下
の
第
五
暦
で
は
、
粘
土

の
上
に
応
和
の
押
型
（
ウ
ル
ク
第
三
麿
、
ス
ー
ザ
の
壷
の
口
や
、

プ
ロ
ト
、
エ
ラ
ム
期
の
土
板
等
の
丸
筒
に
比
較
出
來
る
）
が
あ
り
、

ヂ
エ
ム
デ
ツ
ト
・
ナ
ズ
ル
期
（
こ
Σ
で
は
時
期
は
恐
ら
く
三
千
年
と

見
る
）
に
近
い
も
の
と
さ
れ
得
る
。
こ
の
居
か
ら
第
七
屠
ま
で
は
、

多
く
エ
ヂ
プ
ト
の
前
王
朝
時
代
と
似
て
み
る
。
そ
れ
故
に
、
ヌ
ー

ヴ
イ
ユ
氏
が
第
七
麿
を
以
て
凡
そ
第
四
の
千
年
頃
と
し
、
ま
た
こ

の
第
四
の
千
年
の
初
期
は
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
恐
ら
く
明
石
併
用
期

の
始
め
と
認
め
た
の
は
、
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
。

⑳
　
〆
『
費
巴
、
甕
桝
｝
o
膏
剛
、
窯
葵
誉
。
窪
り
急
＄
無
一
δ
罰
淵
●
b
づ
●
超
ω
轟
・
℃
ム
£
1

（　lov　D．　）
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渉
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．
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㈹
9
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酔
9
蜜
．
ω
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島
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窯
0
8
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。
ロ
夢
⑦

8
葎
。
諺
山
窪
ξ
ゆ
§
回
N
。
跨
㈹
⑦
ぎ
鼠
蔓
。
剛
冨
＆
ロ
山
。
岡

〇
三
鋤
ゴ
屡
§
蓉
ρ
Ω
μ
一
〇
轟
P
以
○
．
H
P
お
9
3
轟
「

H
o
箕
〇
三
忽
。
門
5
き
創
。
思
帥
一
〇
路
ま
”
男
●
b
ゴ
●
H
O
ω
÷
や
い
鴇

Ω
露
圏

○
ユ
‘

以
下

　
識
円
銅
期
＋
口
穂
規
の
べ
ト
・
シ
ャ
ン
の
ワ
八
、
九
口
厨
に
比
較
さ
れ
、
婆
ま

た
デ
ュ
ナ
ン
氏
の
ビ
プ
ロ
ス
及
び
イ
ン
ゴ
ル
ト
氏
の
ハ
マ
に
お
け

る
h
成
果
し
さ
ら
に
マ
ロ
ン
氏
の
ワ
ガ
ス
ル
に
於
昌
）
る
㎜
瞬
暦
に
比
較
さ

れ
る
メ
認
プ
ド
の
全
七
暦
は
、
カ
ナ
ー
ン
に
と
っ
て
は
、
鵡
剛
紀
第
四

の
千
年
の
始
か
ら
第
三
の
千
年
の
末
ま
で
の
諸
文
明
の
完
全
な
綴

綾
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
み
る
。
（
了
）

（　15　b’　）

西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
二
十

第
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十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
九
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